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市

間

閤

布

K
各
位
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

上
け
ら
れ
て
お
り
、
税

率
に
一
於
い
て
は
百
分
の

一
、
五
が
百
分
の
一
、
附

忙
引
下
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
を
が
ら

仰
れ
忙
し
て
も
、
負
担

増
H
菟
れ
在
い
の
が
事

実
で
あ
め
ま
す
・

ハ
こ
の
内
容
陀
つ
い
て

は
二
月
二
十
日
の
「
市
一

政
便
り
」
を
御
参
照
下
一

さ

い

)

一
ハ
税
務
課
v

一

"存E民す
べ
て 税

税産

民

資定

市

国

(奉;(.:号巳)
(三位)

4月23日は知事・鯨議

4月初回ー市議一市教委

四
月
下
旬
に
た
村
市
で

は
戎
の
四
つ
の
選
郎
ゆ
が
行

わ
れ
ま
す
。
す
た
ほ
ち
長

崎
勝
知
事
、
長
崎
山
脈
議
曾

議
員
の
濯
場
と
、
大
村
市

議
会
議
員
の
選
患
の
外
肥

大
付
市
教
育
者
員
会
委
員

の
補
欠
選
翠
の
阿
つ
で
す

豚
瑚
事
、
及
び
燃
議
会

議
員
の
選
母
は
、
問
月
二

十
一一
一目
、
市
議
合
議
員
、

及
び
市
教
育
委
員
会
零
員

術
欠
選
挙
は
川
月
一
一一
十
日

札
行
わ
れ
ま
す
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が

'
ら
選
皐
が
逗
イ
く
と
、

投
壊
し

て
も
ら
う
た
め

お
金
を
や
っ
た
り
、
お

土
必
や
、
観
光
案
勺
げ
で

釣
っ
た
り
、
ご
馳
走
を

し
た
り、

戸
別
訪
問
を

し
た
り
?
る
の
は
、
み
一

ん
な
遵
反
で
す
。

昨
年
の
衆
議
院
議
員

綿
選
挙
で
は
選
車
違
反

で
検
草
さ
れ
た
人
が
金

国
で
一
万
二
千
人
以
上

も
あ
り
ま
し
た
。

三
れ
で
は
、
政
治
が

民

税
務
課
か
ら
お
知
ら
ぜ

市
税
の
令
書
を
議
行

一
左

ω納
期
表
た
切
抜
い
て

J

一
納
税
袋
に
貼
っ
て
下
さ
い
一

昭
和
二
十
年
度
、
市
税

一御
忘
れ
に
左
ら
左
い
さ
フ
一

の
納
期
が
.
四
月

に
始
全
一御
納
め
に
な
め
ま
せ
ん
と
一

ゎ
、
岡
山
北
引
責
ぷ
税
}
全
期

一延
滞
金
を
徴
牧
す
る
こ
と

一

分
丹
一微和
A
Y

書
色
、
納
税
一
に
た
め
ま
す

。

一

者
円
御
手
一苅
に
港
建
致
し
一
そ
う
し
て
納
税
袋
ゆ
納
期
一

ま
す
。

一
限
止
、
現
行

つ
納
期
限
が
一

之
の
節
税
令
書
ば
、

一
一異
っ
て
、
お
り
ま
す
か
ら

一

期
併
か
も
四
均
分
ま
で
一
別
表
を
切
取
っ
て
納
税
袋

一

号
、
そ
れ
ん
¥
納
期
の
一
の
納
期
哉
の
上
花
、
は
わ

一

都
度
、
納
め
ろ
仕
組
み
一
つ
け
て
下
さ
い
。
一

陀
な

っ
て
お
ι
り
ま
す
の

一
を
お
本
年
度
の
固
定
資

一

で
、
先
や
机
税
袋
K
、

一
藷
評
慣
額
は
、
二
十
九

一

し
ま
っ

て
下
さ
い
。
年
度
の
評
慣
額
よ
り
平

一

そ
う
し
て
納
期
限
に
は
、
均
慣
椅
か
金
閥
的
K
引

一

|期別

|金

税 1
4

特別徴牧は毎月分を鍾且10日まで そο備
は令書に定めた期限ま? 一

市税納期表

制 II 税

6月 1

8月(

9月l市

市

「
市
政
だ
よ
り
」

上の表会切抜いて

納院袋に貼って下さい

ぐ
ナ
。
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住籍塾しで役望就所者iつわ者ほし商中低ブ
所 22犬申所者職と 笠 てれとどて 業の調 V
言村川市はの連者市まいのい、方で怨
市で民共?絡のとすわ仕て漁ゃあ済
込民下課のおを放し。れ事も 業 、り F
書肥 3 庶要 iU~ );.をて るが、、或まの
限い務償訴の調は 人無年共いし現
り・係でを、査、 もい閣 の はて在
ま ハ適し出しこ 相方を他農市に

匂婚愛す 叉営問まれ賞在週の家民於
性養、名。 去ないるしら あきじ家の各て
別家既、 塁府主だ℃り る、て業二位は

ヨ均2ハ去を号詰4732官548Z
不 υ 、市 出記ま嘗共の はゆ忙臨男陀事
匂ま詰民 張入す在議中 たるし、 の も情
師、庁、、諜 所しの方業で い潜い従方現も
選年BU未-.J '-./てで面安就 か在と事々在極

務 三他欠あ営 うの る部傑《気一大
吏第 止の 員る磁但肥部第。を例晴夫部村四員理り霞〈数
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二第きのをに定員る但各 よ十十議正員名記会 k共し に fl1
O ーる定通限数文。書波 う八四買 す定でが 事りの?と開 で
人号。数じり K は を列 に号年定る敷一九務十他。すは
技中 止て、欠吏 弐百 改 V 大数 億{康名 名局九の三る去
術「 すそそ員員 の ほ 正の村保例例減で職名験れ傑る
吏事 ろの のが 梢 よタト すー 市例 のと 五員の員に例-=

な名 は定をよ改 月T士1 凶 f人中」中 LLL号人三」四員つ減四世入つ !f定
る千三 八1-， に，I'C陀陀中 '-0を四凶 た、 名減れ ての 例
」ノ四 円附 人にこ改ー改，，，忙九「人o0敬で 、て ili件 iIJ
月僚 1-，六め問め六二四改人一」 人 育 二 そ 一 長 抗議
{例 WJrc凶人、入、人人人め」四 iこ」 寄名の百 三jLl士会
日は 改九」同一同I-LL 、を六 「 を 員減他 )L務 ・誌 に

め人を僚を僚ををを同「人一 「 会、、十部、職
ら昭 るL ，第「第" ，1康二」凶吏 職農選名局吹貝
施和 ロを二六九 VLI凶一三第九に九員 員業主誌 とは の j
行三 ， .11_号人号人 人人 三0，人 ー が委管な吏 女11定

での統 手重| 外 を ま 3 日吃て 二職 2
百昭吾@ 、話 q刊l苧麹| とこでれま 昭定十員第
1手11号島おり幼 γ の| すえ のるで 和 数年は三
ヘご 、林知背L!X-i 怯| るる問もつ 三 を立 略

号十物符ら示三~G 蹴| 。員はの間十三月そ答
)ー 慣告ゼがに j坂 制|ハ 数、 三に 年えーの号
第年統ポ 1 あ っ慢 額 Ii.授 はそし逐内在日敢に
l'リ柏市IJ第 まつい倒 故 I:皆 、心 、次月い にが掲
保jt令二よてた主特 定|謙 定 〉ιそ毅三よお昭 け
I!)Jハ一一。次の ・d 数数れ玉虫十うい和る

人
込
も
れ
な
く

公
明
な
一
票
を

投
じ
ま
'
し
よ
う

調
身

ハリ
別

一

え

る

者
v

⑤
皐
腔
ハ
最
終
川
身
尚
一
'
校
了
(
病
熱
中
)

名
d

-
⑦
希
望
一般
槌
と
僚
件

⑥
健
康
欣
態

一③
待
。殊
技
能

巾
(
筋
肉
MW
倒
に
地
一
え
る
⑨
北
ハ
の
他

者

)

備

考

ハ

公

共

職

業

安

定

所

乙
〈
一
般
事
務
陀
地
え
ろ

一
三
宜
的
跡
、
又
は
求
職
中
込

者
J

一
中
の
方
は
必
要
あ
め
ま
せ

丙
ハ
軽
努
倒
、
雑
伎
に
地
ん
)

-園田ー咽晶

市
職
員
幻
名
や
減
員

定
数
候
例
の
一
部
金
改
正

奮
闘
家
総
動
員
法
に
誠
一
き
議
扮
他
事

中
死
亡
せ
ら
れ
た
遺
族
へ
お
知
ら
せ

給…支
…
九
a
一

本
紙
前
々
号
師
械
心
週
h
v
凶
家
総
動
員
法

同

一

に
基
き
、
業
務
従
事
中
戦
時
災
者
ハ
昼
間
出

…
k
v
…

原
子
爆
卸
等
v

に
よ
り
死
潰
せ
ら
れ
た
万

ι‘
…
の
名
簿

ハ
版
下
各
事
業
場
、
聞
学
校
よ
り
提

A
宙

…

出
が
、
あ

っ
と
も
の
に
つ
い
て
は
燃
に
於

対
山

一

て
逐
次
、
確
認
致
し
て
お
り
ま
タ
J

3
・フ

…

-u…
ち、

遺
族

。
住
所
、
氏
名
、
或
は
一
化
浪
者

A
，
…

の
ド
締
場
が
刊
明
せ
が
、
い
ま
.に
雌
J
M
い

至
ら
在
い
方
ポ
多
敏
お
ら
れ
ま
す
a

名
仰
を
山
役
所

内
の
冊
一枇
事
務
所

κ
伯
付
げ
て
あ
り
ま
す

の
で
御
一

覚
。
上
、
御
心
首
り

円一，JE
ば
至
急
お
巾
・
出

F
3
ぃ。

該
営
者
K
ば
所
定
の
市
慰
金
ハ
参
高
刈
)
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

f

阿川
枇
場
務
所
J

腐
敗
し
て
し
ま
い
、
立

山

首
長
、
議
員
を
き
め
る

沃
な
明
る
い
政
治
が
行

一

こ
の
選
出
捗
K
情
実
に
と

わ
れ
る
は
令
が
あ
り
ま

一

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
掌

せ

ん

・

一

い

権

利

の

行

使

K
仲
う

「
も

っ
と
政
治
が
明
る
く

一

責
任
と
農
務
を
自
費
し

正
し
く
な
っ
た
ら
:
・
あ
ん
-
て
臨
ん
だ
な
ら
ば
、
必

た
議
員
を
出
し
て
:
・
」
と
予
や
政
治
は
明
る
く
在

主
く
言
わ
れ
ま
す
。
一
ゎ
、
私
た
ち
の
幸
踊
が

し
か
し
、
三
う
い
う
前

に
一

生
れ
て
き
ま
す
。
私
た

私
た
ち
は
、
も
う
少
し
、

一

ち
が
汗
水
を
た
ら
し
て

k
く
考
え
反
省
す
る
必
要

一

納
め
た
税
金
を
生
か
す

は
在
い
で
し
ょ
う
か
。
一
た
め
に
、
ぜ
ひ
紫
桃
を

そ
れ
ば
私
た
ち
自
身
、
一

し
た
い
で
、

上
く
芳
え

今
ま
で

)
選
患
に
慎
重

一

て
公
明
な
一
回
一
討
を
投
?

で
あ
っ
た
か
!
と
い
う
一
る
よ
う
、
に
い
た
し
ま

三

と

で

す

。

一

し

よ

う

。

ハ

大

村

市

公

明

私
た
ち
の
代
表
で
あ
る
選
皐
推
進
運
動
連
盟
ゾ

求
職
希
望
者
に
急
告

出
来
る
だ
け
お
世
話
し
ま
す

市
役
所
ヘ
申
込
ん
で
下
さ
い

速
や
か
仁
配
付
の
土
、

ふ
〈
お
讃
み
下
さ
い
。

一一

泊
泊
目
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f
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-
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一
ワ
ハ
仏
札
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L
L

一
F
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一

一

一

一2

2
ム
一

川

一
m
m
m
m
m
m
m
M
一
円

m
6
一

浦町

一
シ
ム
し

一1
卜

一

一

一

'

t

'

L

E

E

一

一

-

一

一色
米
企
一

一
村
村
総
原
怠
湘

図
浦

一

一

一

大

一

月
減
一

一
大
西

竹
松

福
輩
鈴
一
一一
一

一

一

一

穂
前
滑
一

(2月末日現在.自衛j象瞭内居住If企除 < ) ロ大村市の人

5li] 域区

人口の動き

一種ー一別コ玉二;些 l一註一 |却費全

f ~fi 生 136 I 

判中年入 I3叩 1

百 llfI7
50 

{2月中)

533 

規
定
三
基
き
、
昭
和
二

十
ぺ
年
一
二
月
、
農
林
省

告
示
第
百
七
十
一

.号

ハ

額
'
)
う
じ
ハ
ゾ販
資
慣
格

の
統
制
撤
指
定

)
件
)

の一

部
セ
次
刀
上
う
に

改
め
る
。

， ，第良昭
八一七一一件和
O三 u~Jñ えさ
問。閲コ医十
1-凶」回1:表河年
経 κ を中野三
済改 一月
説め 郎十
'-'" d 日

タ
バ
コ
は

市
内
で
買
い

ま
し
ょ
う



大
杢村
幸市
あの
教数
百二伐

ヌ7IZ
針高
決法
る

=るる興啓合取立陀日ー
上児魔①は三。有と埼理、強立牢、そぺに教会き
i二重し教 学 s閥し創相化も関大刀き鑑育敬、大
つ生指育 校 在家て造互を、民村慨もみ方育本村
主徒導者 数 人の郷の協図教と市i要のて針の年 iI1
めの力 の 育 物興土生和め育し数をで定は雨度教
る事を使 Eー を隆祉活の、精て'L示あめ、厨の育
。力高命 1"" 育に曾態集積示$の同するら地に教 委
のめを 於 成費 (1)度風倒つ自方と。れ域亘育員
向て自 て すす振をと進確魔針*- '}乏のつ方会

の も実て針児

向そ等図主具念児し③期康め康操⑧守 毛筆勢ギを
大ののるめ<DtH童事諸すた心指の道で 、、にびは
実三 て工来生務行る 背身導純諮ぁ 大 il-j:tH~ に、
宍現と 経夫る徒を事 o少共の{じγる 村 民進事去
次をを 費製よ の簡を 年に推をa:." 。 ーい性す 業る
期 重 の作ラ敬素整 0 明進岡高 Lのる計四
ωす点節に陀宵化現宵るにり竺 於長こ画月
よると 減、しにし統 成くつ、 け所とを十
う?とし をつ敬専て合ーを健と健情 る、 h決 三

指研五① 敬短な定 a
導究研教る在 育所つし.
力曾究師。事 の、?と、定
を、舎の 業 憲数。壊例
高講、串 を 法育校委
め替市校 計 との敬員
る曾内 i有 国 も現育曾
・をので し い紙 、を
開各 の て う等枇開
き極相 い

(二)

②
児
童
の
全
市
テ

ス
ト
そ

数
教
科
医
亘
っ
て
実
施
し

串
力

の
欠
陥

E
鷲
見
し
て

そ
の
対
策
を
立
て
る
。

③
児
童
合
、
生
侍
舎
の
組

織
を
強
化
し
て
自
主
的
運

替
を
図
り
、

P
T
A
児
註

零
員
等
tc
熔
接
程
遠
絡
を

保
っ
て
不
良
化
の
防
止
に

つ
主
め
る
。

③
串
校
給
食
に
就
い
て
は

現
在
、
市
内
二
段
に
於
て

実
施
し
て
い
る
が
本
年
度

新
に
に
数
佼
を
加
え
、
漸

次
、
完
全
給
食
に
ま
で
進

め
る
。

⑤
幼
児
救
背
の
必
要
性
吃

か
ん
が
み
て
現
在
、
大
付

西
大
村
、
中
央
、

一コ
小
事

授
に
附
設
幼
稚
園
を
開
い

て
い
る
，
か
将
来
、
施
設
の

可
胞
在
純
凶
に
が
、
て
漸
次

増
設
し
、
そ
の
指
導
内
容

に
於
て
も
充
賀
し
て
行
く

⑥
秋
百
行
事
を
整
理
統
合

す
る
た
め
新
た
に
教
育
行

事
企
画
委
員
舎
を
設
け
て

毎
月
D
数
百
行
事
日
程
を

立
℃
、
部
外
か
ら
の
行
事

巾
込
℃
封
し
〈
も
、
教
育

円
以
立
場
か
ら
検
討
し
て
、

串
校
教
育
に
専
念
で
き
る

K
号
肥
す
ろ
。

=
一
、
社
曾
教
育
錫
係

で
は
大
休
昨
年
度
。
汁

一
聞
を
、
そ

の
ま
ま
踏
襲

す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
特
に
組
織
の
強
化

と
施
設
、
及
び
設
備
の

峨
充
を
回
り
・
な
が
ら
、

ヘ
午
前
七
時
か
ら
J

r
午
后
六
時
ま
で
」

、
午
前
七
時
か
ら
J

F

午
后
六
時
ま
で
」

黒

刷

赤

刷
黒

刷

赤

刷

ハ
選
邸
中
管
理
委
員
会
》

(
中
央
小
学
校
)

公
民
館
前
動
を
中
心
と

し
て
背
少
年
数
・行
、
婦

人
数
百
の
振
興
陀
重
点

を
、
お
く
こ
と
に
し
て

い
る
。
三
れ
を
項
目

忙

従
っ
て
具
休
的
伝
も

の

を
皐
け
る
と

。
公
民
舘
前
勤
て
は

O
一
部
洛
一
一
公
民
館
設

置
を
目
標
と
し

O
既
設
の
凶
十
公
民
館

陀
対
し
て
は
、
地
区
別

協
議
曾
に
よ
る
研
究
を

重
視
し
て
各
閤
休
の
綜

合
的
な
運
営
の
向
上
充

賓
を
、
ほ
か
る
0

0
聴
硯
境
教
育
て
は

。
巡
凶
映
一聞
と
、
才

1
ト

ス
ラ
イ
ド
の
活
用
に
よ
っ

て
公
民
舘
活
動
を
側
面

一
六
四
、
五
六
坪
、
木

造
二
階
建
、
瓦
葺
六
教

室
ハ
工
事
費
四
百
二
拾

八
万
六
千
闘
ゾ

(
大
村
中
学
校
)

一

一
六
、
一
六
坪
、
木
造
二

階
建
、
瓦
葺
四
教
室
ハ
工

事
費
一一
一百
三
万
八
千
闘
υ

(
三
城
小
学
校
)
、

七
三
坪
、
木
造
平
屋
建

瓦
葺
三
教
室
ハ
工
事
費

百
九
万
五
千
闘
)

(
箕
島
分
教
場
)

二
四
、
二
坪
、
木
造
平
屋

遇
、
瓦
葺
一
教
室
ハ
工
事

六
費
拾
五
万
四
千
閲
》

ハ
市
教
育
委
員
会
〉

的
K
協
力
し

つ
弘
文
化
の

向
上

に
貢
献
す
る
。

'ー一
一
川
曾
車
紋
青
年
間
千
紋
で

ま
。
新
に
開
設
し
た
松
原

竹
松
地
区
の
青
年
事
級

主
北
ハ
に
指
導
力
の
強
化

と
内
容
の
充
質
を
ほ
か

O
地
域
内
諸
国
休
と
緊

密
な
連
山
刊
の
も
と
に

O
先
部品
、
準
識
者
の
意

児
を
参
考
と
し
て
取
り

入
れ
る

内
新
生
活
運
動
開
に
よ
っ

てO
師
吃
活
躍
を
始
め
て
い

る
結
婚
改
革
け
組
合
の
実
践

を
促
し

O
台
所
の
改
善
、
並
に
虚

踏
の
疫
止
に
拍
車
を
か
け

る結
局
は
生
活

の
合
理
ル
川
、

実
践
化
に
つ
主
め
つ
h
産

業
振
興
と
遺
援
の
昂
揚
に

微
力
拡
が
ら
力
を
謹
し
明

る
い
大
村
、
住
み
よ
い
世

会
の
賢
現
に
努
め
把
いロ

ハ
市
教
育
委
員
曾
V

rc"語、"j両日米.'{i 
{よ生が雨~ i 
3うに発の
j 気生後
i をしに
付ま iま
? けす悔い
ま染、|

多
数
の
来
聴
診
歓
迎

憲
法
記
念
雄
姉
大
会

習rr
フ"J"~

の

昭和30年 4})20日(旬刊)り主~ 政

判
桝
の
四
校
舎
が
完
成

昭
和
初
年
度
の
新
規
事
業

市
教
育
委
員
会
で
は
、
一
に
よ
め
、
一
一
十
九
年
度
新

地
元
建
設
委
員
会
の
協
力
一
規
事
業
、
と
し
て
、
左
の
如

地

方

選

奉

の

投

票

日

∞
時
間
閥
的
自
純
一
一
選
挙
)
四
月
二
十
三

日

O
大
村
市
議
舎
議
員
選
患
」

O
大
村
市
教
育
委
員
合
委
十
四
月
三
十
日

員
補
欠
混
血
φ

)

投
票
用
紙
の
匝
別

O

長
崎
牒
知
事
選
奉

O

長
崎
係
議
曾
議
員
選
奉

O

大
村
市
議
曾
議
員
選
奉

O

大
村
市
敬
育
委
員
曾
委
員
補
欠
選
奉

く
改
築
、
並
び
陀
新
築
工
一
事
を
実
施
し
た
。

5
月

3
日

来
・
る
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日

E
脱
し
て
、
市
民

一
般
の
憲
法
陀
対
す
る
認
識
左
昂
め
つ

L
、
基
本

的
人
権
の
骨
骨
董
と
祉
会
の
民
主
佑
を
図
る
三
共
に

自
己
の
思
想
た
自
由
に
、
正
確
に
要
領
よ
く
発
表

す
る
技
術
を
養
う
た
め
、
大
村
雄
弁
会
で
は
市
教

育
委
員
会
と
共
催
の
も
と
に
憲
法
記
念
第
一
回
大

村
雄
弁
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
h
在
り
、
市
民
多

数
の
参
加
を
呼
び
か
け
乞
い
る
。

開
催
要
項
は
戎
の
通
旬
。

ハ門
主

催

夫

村

市

教

育

委

員

会

一

犬

村

雄

問

問

会

。
日

時

五

月

三
段
午
後
一
時
よ
り

同

会

場

中

央

公

民

館

品刷
出
場
者
中
車
生
、
高
校
生
、
大
事
生
、
青
年

一
般

⑪
弁
論
内
容
①
憲
法
に
関
す
る
も

の

②
大
村
市
の
稜
展
に
寄
血
ハ
す
る
も
の

⑨
自
由
題

府
掛
川
論
時
間
一
人
七
分
以
内

@
申

込

同

期

日

四

月

二

十

五
日
ま
で

同
申
込
先
大
村
雄
問
会
事
務
局

ハ
大
村
市
水
主
町
四
丁
目
コ
一補
正
之

方
/
大
村
市
教
育
委
員
会
枇
合
教
育
課

大
村
市
役
所
市
民
課
柴
用
稔

同
要
領
氏
名
ハ
ふ
り
が
在
付
J

所

属
国
休
(
叉
は
住
所
ゾ
年
令
、
叉
は

皐
年
、
明
記
の
上
、
原
稿
を
添
え
て

提
出
の
こ
と
。

社
お
当
日
は
鰐
論
η
J後
花
、
映
一酬
を
ヒ
映
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
の
で
多
数
御
来
聴
下
さ
い
。

ハ
市
敬
育
委
員
会
〉

お

ら

せ

市村

投
棄
所

投
票
所
名
一
投

第
一
投
票
所
一一一一
浦
小
事
校

第
二
投
票
所
一鈴
回
出
践
所

酢
副
動
羽
引
配

削
配
引
新
劇

第
仏
投
票
所
十ド
央
公
民
館

第
六
投
巣
一
川
一川
仰
い
入
村
出
一
段

-rHru 

T川副
劃
司
君
尉

第
八
投
困
問
所
干
配
町
一
昨
所

第
凡
投
紫
色
和
川
町

第
十
投
票
所
一
黒
木
小
間
学
校

悌
十
一
投
票
一隅
軍
出
張
所

r
口
lu

一

間
十
二
投
票
一松
原
出
張
所

r日わ

一

官
十
一一a
投
一↑
へ
付
小
事
佼

興
財

一た
多
武
分
教
場

築

斤II
 

開
票
所

第
一
開
奥
所
一
一
大
村
市
役
所

-第
二
開
票
所
下
・
央
公
民
舘

大

西
大
村
小
学
校
箕
島
分
教
場
。
落
成
式

そ
M
判
中
学
使
協
噌
築
校
舎

三
域
小
学
校
。
新
校
合

巾
央
小
学
校
。
新
校
舎

競
艇
開
設
3
周
年
記
竺
式
S

・J
・
‘
職
員
表
彰

時
施
設
中
。
市
、
腕
営
鉄
筋
住
宅
(
中
央
小
学
校
裏
)
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